
◇期 日：令和８年９月１２日（土）１４時～１６時 

◇場 所：本校生物実験室 

◇参加者：県内の中学生２０名、本校ＳＳ生物部員５名 

◇指導者：真野佳余先生（SS 生物部顧問） 

   

 本校で開催している中学３年生生を対象とした「サイエンスアカデミ

ー」の本年度の最終回に、私たちＳＳ生物部員も先生のサポートとして

活動した。 

授業の前には、集まった中学生に生物室で飼育している魚など、部の

仲間である生き物たちを紹介した。なかでも、特定外来生物のスポッテ

ッドガーに興味を持った中学生が多かったように感じ、生物に興味を持

ってもらえたように思う。  

 

今回の授業のテーマは視覚だった。まず初めに、人間の体の中で外から刺激を受け取る受容器について

の説明や、目の構造についての解説と、その受容器の伝達ミスで起こる錯視の説明を受けた。それを実感

するため、中学生はトリックアートを見て口々に「どうして？」「すごい！」などと驚いていた。その

後、京都大学の過去問で視覚や視神経にまつわるものを解いた。中学生はその複雑な問題に苦戦しながら

も同じグループの人たちと相談したり、また私たちもヒントを出したりしながらワイワイとした雰囲気の

中で取り組んでいた。適切なアドバイスを出すのは難しかったが、中学生は真剣に聞いてくれたので緊張

しつつも楽しかった。  

次にニワトリの頭を解剖した。この実験では、ニワトリの脳を取り出

し、視神経や脳の構造を観察した。ニワトリの頭と聞き驚く中学生も多

く、恐る恐るニワトリと向き合っていた。しかし、観察を続けていくう

ちに友人たちと「これが小脳でこれが視神経？」などと話し合う様子が

見られた。  

最後に、盲斑の存在を実感する実習をした後、盲班の大きさと形を調

べる実験のために、全ての計画を自分たちで立てることになる。参加し

た中学生は２人組で活動し、活発な対話が見られ、私たちのアドバイス

を参考にしながら実験につなげていた。最終的に答えにたどり着けた組

も多く、私たちも達成感を得た。 

今回の活動は私たちにとっても貴重な体験であり、人に教える楽しさ

や探究活動の楽しさを大いに感じた。  

 


